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Yes, We Can ! 
　今年度、和歌山から青木泰樹牧師をお招きした春の祈祷週と札幌から安河内アキラ牧師をお招きした秋
の祈祷週、そしてこの土曜日まで持たれていた北浦三育中学校の４名の教師による祈祷週などのプログラ
ムを通して共通して語られていたことそれは「君はかけがえのない存在なんだ。そのままの君を神様は愛
しておられる。だから安心して全てをその神様に任せていいんだよ。」というメッセージであった様に思
います。聞いている私たち大人も魂が大きく揺さぶられ喜びに満たされたのですが、子供たちはなおさら
素直にそれに反応していました。今年度も多くの子供たちが自らクリスチャンとして生きたいという決心
をしています。神様は、条件を付けません。「これこれができたらこっちにいらっしゃい。」とか「この
ことが理解できたら教会に参加していいですよ。」など決して言わないのです。神様は、私たち人間に「い
のちの息を吹き入れられた。人はこうして生きる者となった。」という聖書の創世記２章７節の言葉にあ
るようにいのちの息すなわち魂というものに直接活力を吹き入れて与えて下さることがあります。どんな
に本を読んでも、考え悩んでも解決しないように感じられる事柄であったとしても、神様はそういった人
間の計画や思いとはまったく違う次元から手を伸ばしてこの魂を鷲掴みにして遥か彼方を見渡せる様な高
みに導いて下さることがあります。子供たちは敏感なアンテナでそのチャンスに反応することができるの
だと思います。少年少女たちがクリスチャンになる決心をするということは奇跡です。クリスチャンになっ
た子供たちは、まだまだ大人から見ると足らない所だらけでまだこんなレベルなのかと叱られるような状
況が見られるかもしれません。しかし、彼らはもうすでにその生き方をしていこうと決心したのですから
先を行く大人が何も遠慮することなくストレートに進むべき道へしっかり導いてあげたいと思います。

　アメリカの第４４代大統領に選出されたバラク・オバマ氏のキャッチフレーズは「Yes, We Can！」とい
う単純なものでした。そして一人一人が「やれそうな気がする」と思えたからこそ歴史が動いたのです。
これから悩みの渦のただ中へ巻き込まれていく中学生がこの時期に「やれそうな気がする」と思える人生
の基軸と出会えたという事に心からの拍手をおくりたいと思います。
　Love is not rude 愛は無作法をしない

保護者会バザーで茶道体験！　
 秋の保護者会バザーのために前日から保
護者の方々がキャンパスに来て下さり大変
充実したバザーが行われました。ご協力に
心から感謝いたします。その中で今回初め
てお茶会のコーナーも作られました。その
ために前日土曜日から脇屋君、田尻君、井

上さんの御家族が準備して下さいました。そして土曜
日の夕方には特別に生徒向けの茶道体験の時間を持っ
て下さいました。基本的な姿勢やお茶を頂く時の仕草
について教えていただく機会が与えられ貴重な体験と
なりました。ご協力ありがとうございました。　
                                    　　　　　　　　　　　　
2008年11月10日　　　　　　　　校長　尾 上 史 郎


